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インターバンクの声 （2017 年 6 月 1 日） 
 

5 月最終日の海外市場は、ユーロがロンドン市場の朝からニューヨーク市場にかけ

て徐々に 1.12 ドル台半ばまで買われたのに対し、ドル円はニューヨーク市場の朝方

まで 110円台後半での小動きが続いた。ドル円は、このまま終盤まで波乱なくこう着

状態が続くかと思われたが、シカゴ購買部協会景気指数と米中古住宅販売仮契約

が市場予想を下回ったことで、5/18以来 2週間ぶりに 110円 50銭割れまで円買い

が進んだ。 

両指標ともそれほど注目度の高い経済指標ではないが、シカゴ購買部協会の数字

は 4月の 58.3から 55.2 までの下げ幅が大きく、中古住宅仮契約もプラス予想が前

月に続いて 2 ヵ月連続のマイナスになったとあっては反応せざるを得なかった。 

指標発表とほぼ同じ時間帯に米株価と原油価格も下落が進んでいたので 110円 50

銭割れから 110円に向かって円買いがさらに進みそうだった。 

ここでシカゴ購買部協会の数字が 55.2から 59.4への訂正情報が入る。円買いが止

まって指標前の水準近くまで値を戻すが動きの少ない状態が続いている。今晩の

ADP 雇用統計と週末の雇用統計待ちになりそうだ。 
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